
■赤ちゃん健康情報
◆子育て総合相談窓口「ぽかぽか広場」
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じます。
　身体計測コーナーもありますので、気軽
にご利用ください。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、
　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時　※相談受付14時30分まで
○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日　９時～16時
　　　　（祝日・４月21日除く）
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　４月１日㈮
○東予保健センター　４月22日㈮
○丹原保健センター　４月８日㈮
○小松保健センター　４月15日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　４月26日㈫　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　４月26日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■４月の献血日程
◆市庁舎本館
　４月15日㈮　９時30分～12時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

　麻しん（はしか）を排除するため、
麻しん・風しんの定期予防接種対象者
が、第１期（１歳児）、第２期（いわ
ゆる年長児）に加え、第３期（中学１
年生）、第４期（高校３年生相当）に
拡大されています。
　この対象者拡大は、平成24年度までの期限付きです。
　麻しん・風しんの予防には２回接種が大変有効です。
　対象となる方は、ぜひ予防接種を受けましょう。
接種期間
○第１期：２歳になるまでに接種
○第２～４期：平成24年３月31日までに接種

平成23年度の麻しん・風しん予防接種の対象者
●第３期　中学１年生
　平成10年４月２日～平成11年４月１日生まれの方

●第４期　高校３年生相当
　平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれの方

●第１期　１歳児
　１歳以上２歳未満の方

●第２期　いわゆる年長児
　平成17年４月２日～平成18年４月１日生まれの方

接種方法
　第３期・第４期の対象者へは、４月上旬に接種券・予診
票を配布しますので、受け取られたら、なるべく早く委託
医療機関で接種してください。
※第１期・第２期の対象者の接種券・予診票は「育児のし
　おり」の中にあります。
注意事項
○第２期・第３期・第４期の対象者は、今までに麻しん・
　風しんの予防接種を受けている・受けていないに関わら
　ず、全員が対象となります。
○原則、麻しん・風しん混合ワクチンを接種します。
問合せ　中央保健センター

　今年度から、30～39歳の女性の乳がん検診は、マンモグラフィー検診から
「乳房超音波検診」に変わります。
　マンモグラフィー検診は、手には触れない小さな腫瘍を発見することがで
きます。しかし、乳腺組織の発達している若い年代では画像が白く写るため
腫瘍と判別しにくいことがあります。若い年代の女性には、正常な乳腺と腫
瘍の判別がつきやすい「乳房超音波検診」が適しています。
　今月号に折り込みの「健康カレンダー」で検診日程を確認し、お間違えの
ないようお申し込みください。

30～39歳の女性は
「乳房超音波検診」に

細胞の採取方法を
「ブラシ法」に変更！

　女性が健診（検診）を受けやすいようにするため、
総合健診に「レディースデー」と「ママ健診」を設け
ました。
　「レディースデー」は参加対象者を女性に限定し、
「ママ健診」は受診の間に託児を行うものです。
　子どもさんを預ける人がいなくて、今まで受診したくても受診できなかっ
た皆さん、この機会にぜひ受診してください。健診の日程や検査の内容など
詳しくは、今月号に折り込みの「健康カレンダー」６ページをご覧ください。

内容　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる
　　　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう

中央保健センター

▼食事のツボ講座　４月・５月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

５月27日㈮

東予保健センター ５月２日㈪

丹原保健センター ５月12日㈭

小松保健センター ５月13日㈮

４月15日㈮

４月４日㈪

４月７日㈭

４月８日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

バランス編 カロリー編 受講時間

　今までの子宮頸がん検診の方法は、綿棒を使って子宮の入り口の細胞を採
取していましたが、今年度からは「ブラシ法」へ変更することになりました。
　「ブラシ法」は、より多くの細胞を採取することができるため、精度の高
い検診を行うことができます。ただし、綿棒を使った方法よりも広範囲から
細胞を採取するため、出血を起こしやすくなります。
※出血のほとんどは自然に止まります。
　子宮頸がんは、検診によって早期発見でき、ほぼ100％予防できるといわ
れています。ぜひ、受診してください。

　子宮頸がん予防ワクチンは、全国的な需要の急増により
ワクチンが大幅に不足しているため、医療機関での予約受
付・接種ができない状態となっています。
　ワクチンの供給が開始され、接種ができるようになりま
したら、広報紙や市のホームページでお知らせしますので
しばらくお待ちください。
　なお、平成23年度に「高校２年生相当」の年齢となる方
につきましては、平成24年３月までの期間であれば無料で
接種することができます。接種ができるようになった段階
で、今年２月に送付した予診票・接種券・予防接種済証兼
記録票などを持って、医療機関で接種してください。

　ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンは、接種に伴う事故が発
生したため、３月５日以降、一時的に接種を見合わせてい
ます。
　接種の再開については、現在、厚生労働省で検討されて
います。再開が決定しましたら、広報紙や市ホームページ
でお知らせします。

　先月号の折り込みチラシでお知らせしました、ヒブ・小
児用肺炎球菌・子宮頸がん予防のワクチン接種費用の全額
助成につきまして、次のとおりワクチンの接種ができない
状況にあります。（平成23年３月10日現在）

一時的に接種を見合わせています
ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン

ワクチン不足のため供給を停止
子宮頸がん予防ワクチン
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